
【解説】
2016 年の気象条件で、⼤正３年と同じ規模の噴⽕が毎

⽇起きていた場合、軽⽯が降下する⽅向を気象研究所が図
-1 の条件でシミュレーションし、得られた結果をＷＧで⽅
位別に区分した。軽⽯堆積⽅向は、図-1 に⽰した様に真東
を０度とし、堆積⽅向⾓度を表-1 に⽰した。表-1 の結果
を 30 度刻みで区分し表-２と図-2 を⽰す。

⿅児島市の市街地⽅向に軽⽯が降下する範囲を、⾓度
150〜240 度とすると 2016 年の場合は 22 ⽇である。

ただし、⼤正噴⽕の噴煙柱の傘の直径は、20 ㎞程度と考
えられるので、これ以外の⽅向でも⿅児島市中⼼部には、
軽⽯が降下すると考えられる。ただし、その場合は、降下
範囲が限定される。
また、年により春から秋の堆積⽅向は、著しく変化するの
で、留意が必要である。

図-2 表-1 の数値の意味

表-2 2016 年の場合の降下軽⽯堆積⽅⾓

図-2 軽⽯堆積⽅向グラフ

表-2

添付資料-1 2016 年の軽⽯堆積⽅向のシミュレーション結果

図-1 解析条件
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